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社 会 科 学 習 指 導 案 
   令和３年 10 月 第４学年 指導者 藤生 健一  

 

１ 単元名  「自然災害からくらしを守る」 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

（３）自然災害から人々を守る活動について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想

定される災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること。 
(ｲ) 聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして、まとめること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動

を捉え、その働きを考え、表現すること。 
 

  

３ 目標    

自然災害から人々を守る活動について追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けるこ 

とができるよう指導する。 

ア 地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想

定される災害に対し、様々な備えをしていることを理解する。（知識及び技能） 

イ 過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動

を捉え、その働きを考え、表現する。（思考力、判断力、表現力等） 

ウ 自然災害から人々を守る活動について関心をもち、単元の課題を予想し学習計画を考えた

り、意欲的に調べたりして、学んだことを社会生活に生かそうとする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

  

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（９／10） 

 (1) ねらい 

  単元の課題の答えを考える活動を通して、地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力

をして対処してきたことや、今後想定される災害に対し、様々な備えをしていることについて考え、

表現する。 
 
(2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

[記]記録に残す評価 

１ 本時のめあてをつかむ。 

・今日は単元の課題を解決するのだな。 

・今まで学習したことを見れば、結論が

書けそうだな。 

５ 

分 

 

 

 

 

 

〇「水害からくらしを守る」における本時の位置付け

が、単元の課題に対する結論を導く時間であること

を確認させる。  

〇水害からくらしを守るために、だれがどのような

ことをしているのかについて、追究する過程の各

単位時間で解決してきたことについて 1 枚ポート

フォリオを使って確認させる。 

２ 一人一人が、学習してきたことを基

に、単元の課題に対する答えの結論を

考える。 

・わたしたちは、非常持出品の準備を

したり、マイタイムラインをつくっ

たりしておく。 

・学校は、避難所の準備をしている。 

・地域では、公民館などに食料を用意

している。 

・市では、警察署や消防署と連携して

対応している。 

・住民同士で協力して水防訓練を行っ

ている。 

10 

分 

○前時までに学習した内容を各自の 1 枚ポートフォ

リオで確認させる。 

○学習したことが想起しやすいように学習内容に

関連した写真を児童に見せる。 

◎個人の ICT端末を用いて既習事項を根拠とした

単元に対する結論をWebアンケ―トソフトに入力

させる。 

〇単元の課題に対する答えの結論を書く際に、①「

自分たちは」、②「市や県、国は」③「学校や地

域は」という３つの視点で書くようにさせる。 

 

３ 学級全体で、単元の課題に対する答

えについて話し合い、単元の課題を解

決する。 

・ 自分たちは、非常時持出品を用意す

る。 

・自分たちは、マイタイムラインを作

って水害に備えている。 

・自分たちは、ニュースを見て台風な

どの情報を集めておく。 

・行政センターには、非常食がたくさ

ん準備してある。 

・市は警察署や消防署と連絡を取って

水害に備えている。 

20 

分 

◎アンケートの集計結果を表計算ソフトに一覧で出

力することで、全体の考えを確認させてから、も

う一度自分の考えを見直して、調整させる。 

○クラスの友達の意見を参考にし、単元の課題に対す

る結論を加除修正して、1 枚ポートフォリオの「単

元の課題に対する答え」を完成させるように促す。 

○単元の課題に対する結論が多様になることが予想さ

れるので、答えが同じにならないこともあると伝え

る。 

◎児童に単元の課題に対する予想と結論を比較させ

る。その際、予想になかった考えにアンダーライン

を引かせ、可視化することで、自らの考えと既習事

項と結び付いていることや、友達との交流で調整で

 [めあて] 単元の課題を解決しよう。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

単元の課題  水害からくらしを守るために、だれがどのようなことをしているのでしょう。 
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・市や県、国は、防災マップや防災マ

ニュアルを作っている。 

・ 学校や地域は防災倉庫の点検をし

たり、水防訓練をしたりしている。 

・単元の最初に書いた予想とだいぶ違

ったな。 

・友達の意見を聞いて、自分では考え

られなかったことがあったから、付

け足しておこう。 

きたことに気付かせる。 

○単元の課題を協働的に解決できたことや水害からく

らしを守るために、だれがどのようなことをしてい

るのかについて、考えられたことなどを称賛する。 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習の振り返りを書く。 

・避難所は、たくさんの人の命を守るた

めに必要だと思いました。 

・水害から家やくらしを守るために必要

だと思いました。 

・水防訓練は水害の時に、慌てたり、困

ったりしないようにするために必要

だと思いました。 

・水害が起きた時に被害が大きくならな

いようにするためだと思いました。 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

○振り返りの場面では、１枚ポートフォリオに書き込

んだ内容を参考に、「なぜ今まで学習してきたよう

な活動や取組が必要なのか」を考えさせる。 

 

  

６ 板書計画 

                     

           ○ま  

 め 

                     

 自助…自分の身は自分で守ること  

公助…市や県、国などによる助けのこと  

共助…学校や地域で助け合って守ること 

  

 

 

 

 

 

 
 

地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々

な協力をして対処してきたことや、今後想定される

災害に対し、様々な備えをしていることについて考

え、表現する。 
＜[記]１枚ポートフォリオ・発言（思・判・表）＞ 

単元の課題を解決しよう。 

単元の課題に対する結論 

水害からくらしを守るために、 

① 自分たちは、非常時持出品を用意する。 

② 市や県、国は、防災マップをつくる。 

③ 学校や地域は防災倉庫の点検をしたり、水防訓練を

したりしている。 

非常時持出品（自分） 

水害 
防災倉庫 

単元の課題  水害からくらしを守るために、 

だれがどのようなことをしているのでしょう。 

ハザードマップ 水防訓練（地域） 



指導計画  社会科 第４学年 単元「自然災害からくらしを守る」（全 10時間計画） 
 

目
標 

自然災害から人々を守る活動について追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指
導する。 
ア 地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される災害に対

し、様々な備えをしていることを理解する。（知識及び技能） 
イ 過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動を捉え、その働き

を考え、表現する。（思考力、判断力、表現力等） 
ウ 自然災害から人々を守る活動について関心をもち、単元の課題を予想し学習計画を考えたり、意欲的に調べた

りして、学んだことを社会生活に生かそうとする。（学びに向かう力、人間性等） 

評
価
規
準 

(1)①地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される災害に対
し、様々な備えをしていることを理解している。（知識・技能） 

   ②調べたことをポートフォリオや文などにまとめ，地域の関係機関や人々は，自然災害に対し，様々な協力をし
て対処してきたことを理解している。（知識・技能） 

(2)①過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、問いを見いだし、災害から人々を守る活動
を捉え、その働きを考え、表現している。（思考・判断・表現） 

   ②地域で起こり得る災害を想定し，日頃から必要な備えをするなど，学習してきたことを基に自分たちにできる
ことなどを考えたり選択・判断したりして、適切に表現している。（思考・判断・表現） 

(3)①自然災害から人々を守る活動について関心をもち、単元の課題を予想し学習計画を考えたり、意欲的に調べた
りして、学んだことを社会生活に生かそうとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

過
程 

時
間 

○ねらい 
めあて 

・振り返り（意識） 評価項目 
<方法（観点）> 

[記]記録に残す評価 

つ
か
む 
 
 
 
 
 
 
 

１ ○群馬県内で過去に起こった様々な自然災害の
概観し、学習の見通しをもてるようにする。  

 
 
 
 
 
 
 

・群馬県では、地震災害や水
害、雪害が起こったのだな。
特に、水害が多いな。家の
前の道路は、水があふれて
川のようだったな。多くの
雨が降ったら、私たちの生
活はどうなってしまうのか
な。詳しく調べてみたいな。 

・群馬県内で過去に起こった
様々な自然災害の概観し、
学習の見通しをもってい
る。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
(3)＞ 

１ ○群馬県内で過去に起きた水害の概要について
理解できるようにする。 

 
 

・カスリン台風や台風 19 号
によって大きな被害を受け
たのだな。洪水の被害も心
配だな。水害の被害を抑え
るためにどのような対策を
しているのかな。 

・群馬県内で過去に起きた水
害の概要について理解し
ている。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（1）＞ 

１ ○前時までの水害の被害の様子について話し合
ったことをもとにして、水害が私たちの暮ら
しに与える影響について話し合い、疑問から
単元の課題をつくり、学習計画を立て、予想
できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜調べる内容＞ 
・家や学校地域ではどのような準備をしている

か。 
・市役所や県、国の動きや協力体制はどうなっ

ているか。 
・住民はどのようにして協力しているか。 

・水害が起きる前は、準備、
起きた後は協力が大切では
ないかな。水害が起きたら、
どこに避難すればよいのか
な。警察や消防などが協力
しているのではないのか
な。 

・単元の課題や予想を考え、
学習計画を立てている。 

＜１枚ポートフォリオノー
ト・発言（3）＞ 

追
究
す
る 

１ ○必要な情報を集め、読み取り、家庭でできる
ことは、起きる前の準備と起きてからの対策
をすることだと理解できるようにする。 
 

 
 
 

・市から出されている防災マ
ップを見て、非常持出品の
準備をしたよ。「マイタイム
ライン」を作ることも大切
だね。 

・必要な情報を集め、読み取
り、家庭でできることは、
起きる前の準備と起きて
からの対策をすることだ
と理解している。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（1）＞ 

 

１ ○ 資料や本文を基に、学校や地域でも、水害
に対する備えをしていることについて調
べ、表現させる。 

 
 
 
 

・災害が起こったとき、学校
が避難所になるのだね。家
庭での備えと同じところと
違うところはどこかな、 

 

・学校や地域でも、水害に対
する備えをしていること
について調べ、表現してい
る。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（2）＞ 

家庭では、水害にそなえてどのようなじ

ゅんびが必要なのでしょうか。 

学校や地域では、水害にそなえてどのよう

なじゅんびをしているでしょうか。 

群馬県内では、これまでにどのような自

然災害が起きてきたのでしょうか。 

水害によってどのようなことが起きる

のでしょうか 

単元の課題をつくり、調べる計画を立て、

予想しよう。 

単元の課題  

水害からくらしを守るためにだれがどのようなことをしているのでしょうか。 



１ 〇市では、水害に対する準備や対策、消防や警
察、群馬県や国との連携をしていることにつ
いて理解できるようにする。 

 
 
 

  
 

・〈水害が起きる前〉 
 ハザードマップを作ってい

るのだね。川の水位を見て
いるのだね。  

・〈水害が起きた後〉 
災害時には、市役所が消防
署など様々なところと連携
しているね。 

・必要な情報を集め、読み取
り、市でも水害に対する準
備、警察、群馬県や国との
連携をはかっていること
について理解している。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（1）＞ 

１ 
 
 

〇市の助けを借りつつ、市と地域住民が連携し
ながら、水害に対する準備や対策をしている
ことについて理解できるようにする。 
 

 

・水防訓練には、多くの人が
参加しているね。消防本部
と消防団が連携して訓練を
することで、火災だけでな
く水害にもそなえているの
だな。 

・必要な情報を集め、読み取
り、市の助けを借りつつ、
市と地域住民が連携しな
がら、水害に対する準備や
対策をしていることにつ
いて理解している。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（1）＞ 

１ 
 
 

○水害が起きたときのために住民同士がどのよ
うに協力しているのか調べ、話し合う。 
 

 

・水害の時は、消防団も消防
本部と一緒に活動するのだ
な。自主防災組織では、誰
が何をするのか決めてある
のだな。 

・家庭・学校・市・市と住民
の準備や対策についての
学習を振り返り、まだ解決
できていない、住民同士の
取り組みについて解決の
見通しをもっている。 

＜１枚ポートフォリオ・発言
（1）＞ 

ま
と
め 
る 
 
 
 

１ 
 
 
本
時 

○地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、
様々な協力をして対処してきたことや、今後
想定される災害に対し、様々な備えをしてい
ることについて考え、表現する。 

・水害から暮らしを守るため
に、自分や家族でできる準
備をして、自分の身は自分
で守ることや、市や県、国
などによる助け、学校や地
域で助け合って守ることが
大切なのだな。 

 

・地域の関係機関や人々は、
自然災害に対し、様々な協
力をして対処してきたこ
とや、今後想定される災害
に対し、様々な備えをして
いることについて考えて
いる。 

＜[記]1 枚ポートフォリオ・
発言（2）＞ 

い
か
す 

１ 〇これまで学習したことを基に、水害からくら
しを守るために、自分たちにできることを考
え、その理由や根拠を発表できるようにする。 

・避難所シミュレーションを
して、いろいろな考えがあ
るから、正解はないけれど、
避難所ではよく考えて行動
しなければならないな。自
分でできることややるべき
ことがあるな。 

・学習したことを基に、水害
が起こり学校の体育館が
避難所になった時のため
に自分たちにできること
を考え、その理由や根拠を
発表する。 

＜ [記 ]１枚ポートフ ォリ
オ・発言（2）＞ 

 

 水害が起きて、学校がひなん所になった

場合、自分はどうするか考えてみましょ

う。 

 

単元の課題を解決しよう 

住民の間では、水害にそなえてどのよう

な取り組みをしているのでしょうか。 

市と住民の間では、水害にそなえてどの

ような取り組みをしているのでしょうか。 

市では、水害に備えてどのような取り組

みをしているのでしょうか。 


